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②
草
戸
木簡
の
特
質

おわ
り
に

［論
文
要旨

］

　広
島
県
福
山
市
の
草
戸
千
軒
町
遺
跡
は
、
芦
田
川
が
瀬
戸
内
海
に
注
ぎ
出
る
河
口
付
近
に
成
立
し
　
　
　
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

た
中
世
の
港
町
で
あ
る
。
出
土
資
料
の
中
に
、
物
品
名
・
数
量
・
金
額
・
商
行
為
な
ど
を
記
し
た
木
　
　
　
　
草
戸
木
簡
に
特
徴
的
な
形
状
と
し
て
、
材
の
上
部
に
穿
孔
し
た
も
の
が
あ
る
。
一
五
世
紀
代
に
多

簡
が
あ
り
、
地
方
都
市
に
お
け
る
商
業
・
流
通
・
金
融
活
動
の
一
端
が
う
か
が
え
る
好
資
料
で
あ
る
。
　
　
　
く
用
い
ら
れ
、
メ
モ
と
し
て
断
片
的
な
語
句
が
並
ん
で
お
り
、
こ
れ
を
基
に
帳
簿
類
を
作
成
し
た
こ

主
に
商
取
引
に
関
わ
る
メ
モ
、
荷
札
・
付
札
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
記
載
者
が
自
ら
の
活
動
に
　
　
　
と
も
想
定
さ
れ
る
。
や
が
て
、
文
言
が
メ
モ
と
し
て
の
機
能
を
終
了
す
る
と
、
削
り
取
ら
れ
て
削
屑

関
わ
る
内
容
を
記
し
た
も
の
、
何
ら
か
の
物
品
に
付
属
し
て
そ
の
実
態
の
一
端
を
示
す
も
の
に
大
別
　
　
　
を
生
み
出
す
と
共
に
、
木
簡
は
白
紙
と
し
て
の
木
札
に
再
生
し
、
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

さ
れ
る
。
町
は
＝
二
世
紀
中
頃
に
成
立
し
、
当
初
の
段
階
か
ら
物
資
の
集
散
や
金
銭
の
取
引
き
に
関
　
　
　
　
る
。
そ
し
て
、
多
量
の
木
札
が
準
備
さ
れ
な
が
ら
も
、
遺
構
の
埋
立
て
の
際
に
投
棄
さ
れ
た
例
は
、

わ
る
活
動
が
推
定
さ
れ
る
が
、
一
四
世
紀
中
頃
よ
り
活
発
に
な
る
。
記
載
者
の
手
元
で
メ
モ
・
記
録
　
　
　
木
札
を
使
用
す
る
活
動
の
停
止
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

簿
と
し
て
使
用
さ
れ
た
木
簡
が
ま
と
ま
っ
て
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
活
　
　
　
　
　
な
お
、
草
戸
千
軒
に
お
い
て
、
流
通
・
金
融
な
ど
の
活
動
に
関
わ
る
場
は
、
継
続
的
に
町
の
中
心

動
の実
態
を
推
察
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
一
四
世
紀
中
頃
か
ら
一
五
世
紀
後
半
に
　
　
　
的
区
画
の
一
画
を
占
め
て
お
り
、
町
に
お
け
る
機
能
の
位
置
を
示
唆
す
る
と
共
に
、
芦
田
川
や
瀬
戸

かけ
て
、
草
戸
千
軒
に
拠
を
置
い
て
、
周
辺
地
域
を
対
象
に
、
農
産
物
を
中
心
と
す
る
各
種
の
物
品
　
　
　
　
内
海
に
通
じ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
水
路
の
推
移
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。

を
取
り
扱
い
、
金
銭
の
貸
付
け
や
、
年
貢
・
租
税
の
収
納
・
運
営
に
関
与
す
る
者
の
存
在
が
推
定
さ

4
9
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は
じ
め
に
1
草
戸
千
軒
町
遺
跡
と
木
簡
－

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
草
戸
千
軒
町
遺
跡
は
、
広
島
県
福
山
市
草
戸
町
に
所
在
し
、
備
後
南
部
第
一
の
河

川
で
あ
る
芦
田
川
が
瀬
戸
内
海
に
注
ぎ
出
る
河
口
付
近
に
成
立
し
た
中
世
の
集
落
遺

跡
で

あ
る
。
一
九
六
一
年
の
第
一
次
調
査
以
来
、
三
十
数
年
に
わ
た
る
発
掘
調
査
に

よ
り
、
＝
二
世
紀
中
頃
か
ら
一
六
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
「
津
」
・
「
市
」
の
機
能
を

中
心
に
、
主
に
近
郊
か
ら
芦
田
川
下
流
域
を
中
心
と
す
る
地
域
の
流
通
・
交
通
の
一

拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
地
理
的
に
、
芦
田
川
を
二
〇
㎞
ほ
ど
遡

れ
ば
備
後
府
中
に
至
る
。
沼
隈
半
島
沿
い
に
一
〇
㎞
ほ
ど
南
下
す
れ
ば
、
瀬
戸
内
航

路
の
拠
点
で
あ
る
靹
に
至
る
。
岡
山
県
井
原
市
－
広
島
県
神
辺
町
ー
府
中
市
と
結
ば

れ

た
古
代
山
陽
道
も
、
中
世
に
は
神
辺
町
か
ら
尾
道
市
へ
向
か
う
ル
ー
ト
が
登
場
し
、

草
戸
千
軒
か

ら
数
㎞
の
地
を
通
る
こ
と
に
な
り
、
こ
う
し
た
水
路
と
陸
路
が
背
景
に

あ
る
。

　
遺
跡
の
性
格

を
明
確
に
す
る
上
で
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
出
土
木
髄
で

あ
る
。
記
さ
れ
た
文
字
情
報
を
読
み
取
り
、
そ
の
内
容
を
追
究
す
る
こ
と
で
、
草
戸

千
軒

を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
例
え
ば
、
物
品
名

・

数
量
・
金
額
・
商
行
為
な
ど
の
記
載
は
、
商
業
・
流
通
活
動
の
展
開
を
示
す
も
の

で

あ
り
、
そ
の
対
象
地
域
と
し
て
、
近
郊
か
ら
芦
田
川
下
流
域
の
地
名
が
記
さ
れ
て

い

た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
木
簡
を
通
し
て
、
草
戸
千
軒
で
展
開
し
た

流
通
・
金
融
活
動
を
紹
介
す
る
。

　
既
往
の
調
査
研
究

　
出
土
木
簡
に
つ
い
て
は
、
広
島
県
教
育
委
員
会
及
び
広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調

査
研
究
所
に
よ
る
各
年
次
の
発
掘
調
査
概
要
・
概
報
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
『
草
戸

千
軒
－
木
簡
一
1
』
（
一
九
八
二
年
）
は
、
第
二
六
次
調
査
ま
で
の
出
土
木
簡
を
集

成

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
赤
外
線
T
V
カ
メ
ラ
に
よ
る
観
察
が
終
了
し
て
お
ら
ず
、

発
掘
調
査
報
告
書
の
刊
行
（
一
九
九
三
～
一
九
九
六
年
）
に
際
し
て
あ
ら
た
め
て
観

表
1
　
草
戸
千
軒
町
遺
跡
の
時
期
区
分

時
　
期

前
－
期

－
期

　
前
半

　
後
半

H
期

　
前
半

　
後
半

皿
期W

期

　
前
半

　
後
半

V
期

　
前
半

　
後
半

年
　
　
代

平
安
時
代

一
三

世
紀
中
頃
か
ら
一
四
世
紀
初
頭

　
一
三
世
紀
中
頃
か
ら
後
半

　
一
三
世
紀
後
半
か
ら
一
四
世
紀
初
頭

一
四
世
紀
代

　
］
四
世
紀
前
半

　
一
四
世
紀
中
頃

一
五
世
紀
前
半
か
ら
中
頃

一
五
世
紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀
初
頭

　
一
五
世
紀
後
半

　
一
五
世
紀
末
か
ら
一
六
世
紀
初
頭

一
六

世
紀
前
半
か
ら
二
〇
世
紀
前
半

　
一
六
世
紀
前
半
か
ら
一
七
世
紀
中
頃

　
一
七
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
前
半

察
を
実
施
し
、
全
般
的
に
主
要
な
木
簡
を
報
告
し
て
い
る
。

　
木
簡
の
用
途
・
内
容
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
の
早
い
段
階
で
、
材
に
穿
孔
さ
れ
た

形
状
の
も
の
に
関
し
、
加
藤
優
氏
に
よ
り
「
売
買
・
取
引
あ
る
い
は
物
資
の
調
達
・

移
動

な
ど
に
際
し
て
事
務
的
な
メ
モ
の
用
」
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
た
〔
加
藤
一

九
七

四
〕
。
ま
た
、
石
井
進
氏
は
木
簡
の
形
状
の
差
異
が
示
す
意
味
の
重
要
性
に
触

れ
、
記
さ
れ
た
「
い
ま
く
ら
と
の
」
に
、
貸
付
け
を
示
す
「
か
し
」
の
記
載
と
対
応

し
て
、
「
今
倉
殿
」
と
し
て
の
土
倉
的
性
格
を
指
摘
し
、
草
戸
千
軒
で
の
金
融
・
流

通
の
実
態
に
言
及
し
て
い
る
〔
石
井
一
九
八
六
〕
。

　

こ
う
し
た
木
簡
の
調
査
研
究
・
報
告
に
つ
い
て
、
個
々
の
出
土
状
況
を
踏
ま
え
て

全
体
を
検
討
す
る
重
要
性
か
ら
、
現
在
遺
跡
の
出
土
資
料
を
保
管
す
る
広
島
県
立
歴

史
博
物
館
で
は
、
悉
皆
的
に
報
告
す
る
も
の
と
し
て
、
『
草
戸
木
簡
集
成
』
の
刊
行

を
一
九
九
九
年
よ
り
順
次
進
め
て
い
る
。

　
木
簡
の
用
途
と
形
状

　
草
戸
木
簡
の
用
途
と
形
状
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
点
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
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即
ち
、
主
に
商
取
引
に
関
わ
る
メ
モ
・
覚
え
、
荷
札
・
付
札
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も

の

で
、
集
約
す
れ
ば
、
記
載
者
が
自
ら
の
活
動
に
関
わ
る
内
容
を
記
し
た
も
の
、
何

ら
か
の
物
品
に
付
属
し
て
そ
の
実
態
の
一
端
を
示
す
も
の
に
大
別
さ
れ
る
。
形
状
に

つ
い
て

は
、
1
類
ー
材
の
上
部
に
穿
孔
し
た
も
の
、
H
類
ー
材
に
切
込
み
を
入
れ
た

表
2
　
出
土
木
簡
類
一
覧

時
　
期

遺
構
数

品
種
・
形
状
・
点
数

1
前

2

木
簡
－
3
（
H
類
－
2
・
そ
の
他
－
1
）
・
断
片
－
1

1

1

木
簡
－
1
（
n
類
－
1
）

1
後

1

木
簡
－
1
（
皿
類
－
1
）

1
～
H
後

1

木
簡
－
1
（
皿
類
－
1
）

H
前

6

木
簡
－
5
（
n
類
－
1
・
皿
類
－
1
・
そ
の
他
－
3
）
・
断
片
－
5
・
削
屑
－
1

n

1

断
片
－
1

H
後

14

木簡－
5
4
（
1
類
－
7
・
H
類
－
2
8
・
皿
類
－
1
5
・
　
そ
の
他
－
4
）
・
断
片
－
1
8
・
削
屑
－
1
8
・
木
札
－
2
7
（
1
類
－
5
・
H
類
ー
1
6
・
皿
類
－
6
）

H
後
～
W
前
2

木
簡
－
1
（
そ
の
他
－
1
）
・
削
屑
－
3
1

H
後
～
W
後
1

木
札
－
1
（
1
類
－
1
）
・
断
片
－
2

m

4

木簡
－
1
8
（
1
類
－
6
・
H
類
－
1
・
そ
の
他
－
1
1
）
・
木
札
－
4
（
1
類
－
4
）
・
断
片
－
8
・
削
屑
－
約
酬

皿
～
W
前

1

木
札
－
2
（
1
類
－
2
）

W
前

8

木
簡
－
慨
（
1
類
－
m
・
H
類
－
3
・
そ
の
他
－
3
）
・
木
札
－
折
（
1
類
論
・
皿
類
i
）
・
断
片
－
1
・
削
屑
ー
1

W

6

木簡
－
2
2
（
1
類
ー
2
0
・
皿
類
ー
1
・
そ
の
他
－
1
）
・
木
札
－
8
（
1
類
－
8
）
・
削
屑
－
約
㎜

W
後

7

木
簡
－
1
2
（
1
類
－
8
・
H
類
－
2
・
皿
類
－
1
・
　
そ
の
他
－
1
）
・
木
札
－
8
（
1
類
－
8
）
・
断
片
－
2

※

時
期
に
つ
い
て
、
　
「
1
期
・
H
期
…
…
」
は
「
1
・
n
：

が
判
断
で
き
る
も
の
は
「
前
・
後
」
と
し
た
。

：
L
、
　
「
前
半
・
後
半
」

も
の
、
皿
類
ー
材
の
下
部
を
尖
ら
せ
た
も
の
、
に
大
き
く
整
理
さ
れ
、
穿
孔
・
切
込

み
・
尖
り
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
形
状
と
用
途
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
形
状
ご
と

に
用
途
が
確
定
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
表
2
に
時
期
別
の
出
土
遺
構
数
、
品

種
・
形
状
・
点
数
を
整
理
し
た
が
、
ま
と
め
る
と
、
1
類
は
皿
期
か
ら
W
期
に
多
用

　
　
　
　
　
ヨ
　

さ
れ
た
も
の
で
、
メ
モ
・
覚
え
的
な
も
の
が
中
心
に
な
り
、
H
類
は
1
期
か
ら
W
期

ま
で
広
く
使
用
さ
れ
、
荷
札
・
付
札
的
な
も
の
と
メ
モ
・
覚
え
的
な
も
の
に
併
用
さ

れ
て

お

り
、
皿
類
は
数
量
的
に
は
少
な
い
が
H
期
か
ら
W
期
ま
で
確
認
さ
れ
、
n
類

と
同
様
に
併
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
木
札
と
し
た
も
の
は
、
形
状
は
木
簡

と
判
断
さ
れ
る
が
墨
書
の
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で
、
出
土
状
況
を
踏
ま
え
て
認
定
し

　
　
　
　
　
　
　
　

た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
時
期
を
追
い
な
が
ら
個
別
遺
構
に
即
し
て
、
流
通
・
金
融

活
動
に
関
わ
る
木
簡
の
様
相
に
触
れ
る
。

0
木
簡
の
具
体
例

1
期
～
n
期
前
半
（
図
1
・
2
）

　
草
戸
千
軒
で
は
、
当
初
か
ら
集
落
の
中
心
的
区
画
が
成
立
し
、
W
期
ま
で
継
続
す

る
こ
と
に
な
る
。
1
期
前
半
で
は
、
こ
の
中
心
区
画
に
南
接
す
る
地
区
の
S
E
三
二

七

五
井
戸
に
、
「
二
と
四
せ
う
」
（
1
）
・
「
四
と
六
せ
う
」
（
2
）
と
容
量
が
記
さ
れ

る
も
の
が
あ
る
。
井
戸
の
埋
立
て
の
際
に
投
入
さ
れ
た
も
の
で
、
両
者
は
形
状
・
寸

法
・
表
記
方
法
が
類
似
し
て
お
り
、
同
一
の
者
が
関
わ
る
も
の
だ
ろ
う
。
容
量
を
把

握
す
る
た
め
の
付
札
で
、
物
品
は
単
位
か
ら
農
産
物
や
塩
に
な
り
、
記
載
者
は
こ
れ

ら
の
集
積
な
ど
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
な
お
、
埋
立
て
に
際
し
て

は
、
土
師
質
土
器
、
備
前
・
常
滑
・
亀
山
・
東
播
系
須
恵
器
の
各
種
製
品
、
中
国
産

青
磁
・
白
磁
、
石
鍋
、
骨
角
製
饗
子
、
各
種
木
製
品
な
ど
が
投
入
さ
れ
て
い
た
。

　
ま
た
、
遺
跡
南
部
の
S
K
四
〇
四
五
土
坑
に
、
「
白
米
三
斗
」
と
花
押
が
記
さ
れ

た
も
の
（
3
）
が
あ
り
、
花
押
は
白
米
の
所
有
や
差
出
し
等
に
関
連
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
遺
跡
南
部
で
は
、
1
期
前
半
か
ら
自
然
河
道
を
利
用
し
た
大
溝
が
走
り
、
や
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が
て

整
備
を
重
ね
て
、
運
河
・
基
幹
水
路
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
る
。

S
K
四
〇
四
五
は
1
期
前
半
の
溝
に
北
接
し
、
1
期
後
半
に
整
備
さ
れ
る
溝
の
下
層

に
あ
る
も
の
で
、
木
簡
は
水
路
を
経
由
し
た
物
資
の
付
札
の
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。

　

n
期
前
半
で
は
、
中
心
区
画
に
南
接
す
る
地
区
の
S
K
三
一
六
五
土
坑
に
、
「
九

月
十
九
日
十
二
貫
三
百
」
（
4
）
と
「
十
月
九
日
」
（
5
）
が
確
認
で
き
る
も
の
が
あ

る
。
こ
の
土
坑
は
長
径
二
m
ほ
ど
の
廃
棄
坑
で
、
下
層
に
は
木
製
品
を
中
心
に
各
種

の

も
の
が
投
入
さ
れ
て
い
た
。
中
で
も
、
漆
紙
や
多
く
に
漆
が
付
着
し
た
五
〇
点
ほ

ど
の
へ
ら
が
あ
り
、
漆
塗
り
職
人
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
。
へ
ら
の
中
に
は
、
木
簡

3

SK4045SE3275

2

一
15cm

1期の木簡

を
転
用
し
て
お
り
一
部
に
墨
書
が
残
る
も
の
（
6
）
も
あ
り
、
（
4
）
・
（
5
）
に
も

漆
が
付
着
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
も
漆
塗
り
職
人
が
関
与
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
日
付

と
金
額
が
記
さ
れ
て
お
り
、
日
付
を
追
っ
て
何
ら
か
の
事
態
を
整
理
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
な
お
、
＝
一
貫
三
〇
〇
文
は
か
な
り
の
金
額
と
捉
え
ら
れ
、
金
銭
的
基
盤

を
有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
証
す
る
も
の
と
し
て
、
土
坑
か
ら
は
中
国
産

青
白
磁
梅
瓶
も
出
土
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
貴
重
品
を
所
有
す
る
存
在
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

n
期
後
半
（
図
3
・
4
）

　

n
期
後
半
に
は
、
出
土
遺
構
・
点
数
と
も
増
加
し
、
中
心
区
画
内
の
北
部
に
出
土

遺
構
が
集
中
す
る
。
S
K
二
二
〇
〇
土
坑
は
、
径
六
～
八
m
、
深
さ
一
・
二
m
で
、

土
師
質
土
器
を
は
じ
め
、
備
前
・
常
滑
・
瀬
戸
・
亀
山
・
東
播
系
須
恵
器
の
各
種
製

6

1
1

口

5

φ 15cm

図1

SK3165下層

ー
U
1
　
　
4一

皿期前半の木簡図2
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品
、
中
国
産
青
磁
・
白
磁
、
瓦
、
鉄
鍋
、
火
箸
、
鉄
鎌
、
砥
石
、
石
硯
、
石
鍋
、
銅

銭
、
各
種
木
製
品
な
ど
、
多
種
多
量
の
遺
物
が
含
ま
れ
て
い
た
。
中
で
も
土
師
質
土

器
椀
皿
類
は

約
一
・
三
t
に
な
り
、
箸
は
一
万
本
分
を
超
え
る
。
こ
の
土
坑
に
つ
い

て

は
、
集
落
の
改
変
に
伴
っ
て
生
じ
た
多
量
の
廃
棄
物
を
処
理
す
る
た
め
に
掘
り
込

ま
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
木
簡
・
木
札
は
、
H
類
・
皿
類
が
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
・

一
五
点
あ
る
。
1
類
に
は
本
来
の
寸
法
が
確
認
さ
れ
る
も
の
が
二
三
点
あ
り
、
長
さ

は
一
九
点
が
二
〇
㎝
前
半
台
、
そ
の
中
の
一
七
点
が
二
二
・
五
～
二
三
・
八
㎝
で
、

こ
れ
ら
は
数
値
の
上
で
ま
と
ま
り
を
示
す
と
共
に
形
状
も
類
似
し
て
お
り
、
お
そ
ら

く
特
定
の
者
が
関
与
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
記
載
内
容
が
あ
る
程
度
ま
で
判
明
す
る
も
の
を
紹
介
す
る
と
、
ま
ず
H
類
で
は
、

「
ミ
あ
か
し
の
れ
う
二
あ
ふ
ら
／
一
か
う
を
二
百
十
文
二
か
う
／
き
の
し
や
う
の
あ

ふ

ら
」
・
「
う
十
一
月
八
日
よ
り
／
は
し
め
て
あ
か
す
」
（
1
2
）
は
、
神
仏
の
燈
明
油

を
二
一
〇
文
で
購
入
し
、
卯
年
＝
月
一
八
日
か
ら
使
用
し
た
こ
と
を
記
す
。
書
き

始
め

の
内
容
は
不
明
だ
が
、
「
四
百
〔
す
え
（
か
す
に
し
）
〕
の
／
あ
ご
ミ
八
月
廿
三

／

も
と
百
と
り
ふ
ん
五
文
と
り
て
」
・
＝
は
い
り
い
た
す
十
月
廿
日
／
も
と
百
と
り

ふ
ん

十

ま
い
と
り
て
一
人
／
と
り
い
た
す
十
月
舟
／
も
と
百
と
り
ふ
ん
／
一
人
と
り

い

た
す
」
・
「
せ
に
十
ま
い
と
る
」
（
1
3
）
は
、
金
銭
の
貸
付
け
と
経
過
を
示
す
。
「
す

え
」
な
い
し
「
に
し
」
の
「
あ
ご
」
（
漁
師
？
）
に
対
し
、
巳
年
八
月
二
三
日
に
五

分
の

利
子
で
四
〇
〇
文
を
貸
し
付
け
、
一
〇
月
二
〇
日
に
利
子
が
倍
の
一
割
に
な
り
、

一
〇
月
三
〇
日
に
一
人
か
ら
元
利
を
回
収
し
た
こ
と
を
記
す
。
「
百
八
十
か
す
／
さ

か

へ
の

を
と
二
郎
ら
い
十
月
／
な
か
す
／
ミ
六
月
廿
三
日
」
（
1
4
）
は
、
来
る
一
〇

月
を
何
ら
か
の
決
済
の
日
限
と
し
て
、
巳
年
六
月
二
三
日
に
「
さ
か
へ
の
を
と
二

郎
」
に
貸
付
け
を
行
い
、
そ
の
結
果
と
し
て
「
な
か
す
」
（
流
す
）
と
記
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
「
ミ
そ
の
し
ら
け
／
む
き
七
月
廿
四
日
」
（
9
）
は
物
品
名
（
味
噌
の
精
白

麦
）
と
日
付
が
あ
り
、
「
た
つ
九
月
二
日
ら
い
十
月
」
（
1
0
）
は
、
来
る
一
〇
月
を
含

め

て

日
付
の
み
の
記
載
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
あ
る
程
度
詳
細
に
行
為
の
内
容
を

記

し
た
も
の
や
、
メ
モ
・
覚
え
的
な
も
の
が
確
認
さ
れ
る
。
皿
類
で
は
、
「
う
り
ミ

そ
の
／
ま
め
三
百
十
」
・
「
ミ
十
一
月
十
日
」
（
1
5
）
は
、
味
噌
の
豆
に
つ
い
て
、
売

却
・
代
価
・
日
付
が
記
さ
れ
る
。
「
し
や
う
の
か
た
口
／
む
き
ひ
つ
し
」
・
「
三
月
十

六

日
」
（
1
6
）
は
、
（
9
）
と
同
じ
く
麦
と
日
付
が
記
さ
れ
、
「
し
や
う
」
は
麦
を
素

材
と
す
る
醤
の
類
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
四
百
文
／
に
し
の
あ
ご
ひ

つ
し
四
月
十
三
日
」
・
「
も
と
二
百
」
（
1
7
）
は
、
（
1
3
）
と
類
似
し
た
内
容
が
想
定
さ

れ

る
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
H
類
と
皿
類
に
は
類
似
し
た
記
載
が
あ
り
、
用
途
に
よ

り
形
状
を
使
い
分
け
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

　

S
K
二
二
〇
〇
の
木
簡
に
つ
い
て
、
以
上
の
よ
う
な
記
載
内
容
や
形
状
な
ど
か
ら
、

多
く
は
草
戸
千
軒
に
拠
を
置
く
者
が
自
ら
の
手
元
で
使
用
し
た
一
連
の
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
全
体
の
木
簡
に
つ
い
て
、
地
名
・
物
品
名
・
数
量
・
金
額
・
行

為
な
ど
、
判
明
す
る
各
種
の
項
目
に
注
目
し
て
見
て
ゆ
き
た
い
（
表
3
）
。
地
名
は

関
わ
り
を
持
っ
た
地
域
を
反
映
す
る
も
の
で
、
「
さ
か
へ
」
・
「
つ
の
（
郷
）
」
・
「
き
の

し
や
う
」
な
ど
が
あ
り
、
現
福
山
市
津
之
郷
町
の
坂
緬
・
津
之
麺
や
福
山
市
木
之
庄

町
が
比
定
さ
れ
、
草
戸
千
軒
か
ら
数
㎞
の
近
郊
に
な
る
。
物
品
で
は
、
米
・
麦
・
豆

な
ど
農
産
物
が
目
立
ち
、
「
し
ら
け
む
き
」
・
「
あ
ら
む
き
」
は
麦
の
精
白
・
未
精
白

を
、
「
ミ
そ
」
の
「
む
き
」
・
「
ま
め
」
は
、
味
噌
に
対
す
る
麦
・
豆
を
示
し
、
食
品

加
工
・
醸
造
業
の
存
在
を
推
測
さ
せ
る
。
燈
明
用
の
油
を
購
入
・
使
用
し
て
い
る
が
、

供
え
る
対
象
と
し
て
の
神
仏
を
備
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
金
額
に
つ
い
て
は
、
一

〇

〇

文

に
対
す
る
利
子
一
〇
文
か
ら
少
な
く
と
も
二
貫
二
〇
〇
文
ま
で
の
範
囲
を
取

り
扱
っ
て
い
る
。
た
だ
、
米
・
麦
・
豆
に
つ
い
て
容
量
を
明
確
に
示
す
も
の
が
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
単
価
や
量
的
な
動
向
は
明
ら
か
で
な
い
。
日
付
の
記
載
は
、
記
録
簿
的

な
用
途
が
想
定
さ
れ
る
。
年
次
に
つ
い
て
は
十
二
支
を
用
い
て
お
り
、
確
実
な
も
の

と
し
て
卯
・
辰
・
巳
・
未
年
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
五
箇
年
に
及
ぶ
。
ま
た
、
「
ら

い
」
と
来
る
期
日
を
記
す
も
の
が
あ
り
、
返
済
・
納
入
な
ど
の
決
済
が
行
わ
れ
る
日

限

を
示
す
も
の
と
推
定
さ
れ
、
一
〇
月
が
五
点
、
二
月
が
一
点
確
認
さ
れ
る
。
行
為

と
し
て
は
、
明
ら
か
に
金
銭
の
貸
付
け
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
「
こ
め
の
ミ
し
ん
」

・

「三
百
」
・
「
さ
か
へ
の
う
し
」
・
「
ら
い
二
月
」
と
米
の
未
進
・
金
額
・
人
物
・
期
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SK1300

＝z〕　7

匝
9 10 11

口
8
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o　　　　　［≡勿 15cm

13

一　　14

図3　0期後半の木簡1
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17

1
吐

16

一 四
15cm

皿期後半の木簡2図4

表
3
　
S
K
＝
二
〇
〇
出
土
木
簡
記
載
項
目
一
覧

下津間康夫

15

［草戸木簡にみる流通・金融活動］

SK1300

地
名
・
人
名

く
さ
い
（
つ
）
　
き
の
し
や
う
　
　
つ
の
（
郷
）
　
す
え
〔
に
し
〕
に
し
　
　
ゑ
や
？
　
　
さ
か
へ
　
さ
か
へ
の
う
し
さ
か
へ
の
を
と
二
郎
　
　
た
さ
ふ
郎
と
の

物
品
名
・
数
量

こ
め
　
　
こ
め
　
　
こ
め
　
　
ミ
そ
の
ま
め
　
　
ミ
そ
の
ま
め
ミ
そ
の
し
ら
け
む
き
　
　
し
や
う
？
：
む
き
し
や
（
う
）
？
：
む
き
　
　
あ
ら
む
き
　
　
あ
ふ
ら
一
か
う

数

量
・
金
額
・
行
為

四

行
為

一か
す
）
　
な
か
す
　
　
な
か
す
　
　
は
し
め
て
あ
か
す

日
付
等

※

推
定
文
字
は
（
）
、
異
な
る
解
読
案
は
〔
〕
、
同
一
個
体
に
併
記
さ
れ
た
も
の
は

　
し
、
以
下
、
表
4
～
7
に
つ
い
て
も
同
じ
扱
い
と
す
る
。

「
・

」
で
示
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日
が
一
連
と
な
っ
た
も
の
（
1
1
）
や
、
未
進
の
可
能
性
が
あ
る
「
ミ
し
口
」
・
「
ら
い

十

月
」
（
8
）
が
あ
る
。
こ
う
し
た
金
銭
の
貸
付
け
・
未
進
・
期
日
・
決
済
な
ど
か

ら
、
或
い
は
、
周
辺
住
民
の
年
貢
・
租
税
な
ど
の
収
納
に
関
与
し
、
そ
の
運
営
に
携

わ
っ
て
い
た
こ
と
も
推
測
さ
れ
る
。

　
以
上
の

よ
う
な
多
様
な
活
動
に
際
し
て
、
木
簡
の
多
く
は
記
録
簿
や
付
札
と
し
て

使
用
さ
れ
、
ま
た
、
こ
れ
ら
を
基
に
帳
簿
類
な
ど
を
作
成
し
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

形
状

に
は
H
類
と
田
類
が
あ
り
、
文
言
は
あ
る
程
度
詳
細
に
行
為
の
内
容
を
示
す
も

の

と
メ
モ
的
な
も
の
が
あ
る
。
n
類
・
皿
類
は
共
に
両
者
の
内
容
の
も
の
が
あ
り
、

形
状

と
用
途
・
内
容
の
明
確
な
対
応
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
「
く
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

（
つ
）
」
（
7
）
は
、
草
戸
千
軒
の
古
名
で
あ
る
「
ク
サ
イ
ツ
　
草
出
」
を
示
す
も
の

で
、
H
類
で
あ
る
が
、
長
さ
が
短
く
形
状
も
細
部
が
異
な
る
。
い
わ
ば
宛
先
が
記
さ

れ

た
も
の
で
、
他
所
か
ら
草
戸
千
軒
へ
移
動
し
た
物
品
の
付
札
と
想
定
さ
れ
、
形
状

・

用
途
の
上
で
好
対
照
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
S
K
＝
二
〇
〇
に
近
接
す
る
土
坑
・
井
戸
か
ら
の
木
簡
に
は
、
金
額
の
一

六
〇
文
や
麦
二
斗
を
記
す
も
の
が
あ
り
、
こ
の
中
心
区
画
内
の
北
部
は
、
物
資
の
流

通
や
金
融
な
ど
の
商
取
引
に
関
与
し
た
地
区
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
二
〇
㎝
前

半
台
の
長
さ
に
集
中
す
る
H
類
の
木
簡
に
つ
い
て
は
、
細
部
の
形
状
を
含
め
て
、
S

K
二
二
〇
〇
と
こ
の
近
接
す
る
遺
構
を
中
心
に
確
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

皿
期
（
図
5
）

　

皿
期
に
は
、
引
き
続
き
中
心
区
画
内
の
北
部
の
遺
構
か
ら
出
土
す
る
。
S
G
三
五

〇

池

は
、
径
六
～
九
・
五
m
、
深
さ
○
・
七
m
で
、
土
師
質
土
器
、
備
前
・
常
滑
・

瀬

戸
・
亀
山
・
東
播
系
須
恵
器
の
各
種
製
品
、
中
国
産
青
磁
・
白
磁
、
各
種
木
製
品

な
ど
、
多
様
な
遺
物
が
含
ま
れ
て
い
た
。
遺
構
内
の
堆
積
状
況
は
、
底
部
に
貯
水
時

の
粘
質
土
層
、
そ
の
上
部
は
埋
立
層
で
、
砂
層
と
樹
木
の
枝
葉
や
葦
を
含
む
木
質
層

の
互
層
で
あ
る
。
木
簡
・
木
札
は
一
六
点
あ
り
、
1
類
が
四
点
、
n
類
が
一
点
で
あ

る
。
1
類
は
皿
期
か
ら
W
期
に
か
け
て
、
多
く
は
記
載
者
の
メ
モ
・
覚
え
と
し
て
使

用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
四
面
に
「
壱
貫
」
が
あ
る
も
の
（
1
8
）
は
、
銭
貨
の
付
札

∩

19

；

18

20
15cm

SG350

図5　皿期の木簡

と
想
定
さ
れ
る
が
、
一
面
に
は
「
壱
貫
」
が
二
行
あ
る
。
コ
（
貫
）
百
十
三
文
入
」
・

＝
（
貫
）
八
百
二
文
／
七
百
六
十
七
文
」
（
1
9
）
も
銭
貨
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う

が
、
数
値
の
整
合
性
が
説
明
で
き
な
い
。
「
四
郎
三
郎
／
わ
た
」
・
「
わ
た
廿
五
」

（
2
0
）
は
綿
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
材
を
横
に
使
用
し
た
も
の
1
墨
書
の

方
向
が
材
の
木
理
と
直
交
す
る
ー
が
あ
り
、
「
て
ら
」
の
後
に
「
九
十
」
・
「
舟
」
・

「
四
十
」
な
ど
の
数
値
が
並
ぶ
（
2
1
）
。
お
そ
ら
く
金
額
を
示
す
も
の
で
、
羅
列
的
に

記
す
た
め
に
材
を
横
に
使
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

S
G
三
五
〇
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
約
二
八
〇
〇
点
の
削
屑
の
存
在
で
、
埋
立
て
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に
伴
っ
て
遺
構
内
に
投
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
削
屑
は
木
簡
の
表
面
の
記

載
を
削
り
取
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
も
の
で
、
小
片
と
な
っ
て
個
々
の
文
字
自
体
が

寸
断
さ
れ
た
も
の
が
多
い
こ
と
、
個
々
の
文
字
と
し
て
の
推
定
は
成
立
し
て
も
語
句

と
し
て
確
定
し
に
く
い
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
墨
書
は
認
め
ら
れ
て
も
判
読
が
可
能
な

も
の
は
ご
く
一
部
で
あ
る
。
そ
の
中
で
は
、
数
字
が
関
わ
る
数
量
・
金
額
・
日
付
が

多
い
（
表
4
）
。
数
量
の
単
位
は
斗
・
升
を
中
心
に
石
・
合
の
可
能
性
を
示
す
も
の

が

あ
り
、
そ
の
内
容
は
農
産
物
が
推
定
さ
れ
る
。
金
額
は
最
大
が
二
二
貫
四
〇
〇
文

表
4
　
S
G
三
五
〇
出
土
削
屑
記
載
項
目
一
覧

地
名
・
人
名

か
し
ま
？
　
二
（
郎
）
　
（
二
郎
）
　
三
（
郎
）
　
（
又
）
三
？

物
品
名
・
数
量

数

量
・
金
額
・
行
為

（

行
為

か
し
　
か
（
し
）

日
付
等

※

材
を
横
に
使
用
し
た
も
の
を
除
い
て
い
る
。

で
、
貫
台
も
あ
る
程
度
記
さ
れ
る
が
、
一
〇
文
台
・
一
文
台
の
も
の
も
多
く
、
数
量

・

金
額
は
大
小
各
種
に
及
ん
で
い
る
。
日
付
は
多
く
が
「
月
」
・
「
日
」
を
省
略
し
て

数
字
の
み
で
表
わ
し
、
年
次
を
十
二
支
で
記
す
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
数
字
の
み
が

判
読
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
多
く
は
数
量
・
金
額
・
日
付
に
関
わ
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
ち
な
み
に
、
数
量
・
金
額
・
日
付
が
想
定
さ
れ
る
も
の
が
約
九
〇
点
、
数
字

の

み

の

も
の
が
約
＝
○
点
で
、
合
わ
せ
て
二
〇
〇
点
に
な
る
。
削
屑
の
あ
り
か
た

か

ら
す
れ
ば
、
こ
の
点
数
は
か
な
り
の
比
率
に
な
り
、
数
字
は
記
載
の
中
で
重
要
な

位
置
に
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
な
お
、
行
為
と
し
て
は
、
貸
付
け
が
推
定
さ

れ

る
も
の
が
あ
る
。

　
ま
た
、
材
を
横
に
使
用
し
た
木
簡
が
あ
る
が
、
削
屑
に
も
材
を
横
に
使
用
し
た
も

の
が
三
三

〇
点
ほ
ど
あ
り
、
総
数
の
中
で
か
な
り
の
比
率
を
占
め
る
。
墨
書
は
材
の

木
理
と
直
交
す
る
方
向
で
な
さ
れ
て
い
る
が
、
削
り
取
る
際
は
木
理
と
平
行
す
る
方

向
で
あ
り
、
行
と
し
て
の
記
載
が
寸
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
タ
イ
プ
で
も
、

判
読
で
き
る
も
の
は
数
字
が
中
心
で
あ
る
が
、
文
字
の
横
に
平
行
方
向
で
線
が
記
さ

れ

る
も
の
が
あ
る
。
材
を
横
に
使
用
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
目
的
は
羅
列
的
な

多
行
の
記
載
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
数
字
が
関
わ
る
金
額
や
数
量
な
ど
が
記
さ
れ
、

金

銭
・
物
品
の
収
納
や
支
出
の
際
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
文
字
の
横
の
線
に
つ

い
て

は
、
事
項
の
確
認
や
照
合
の
た
め
に
附
さ
れ
る
合
点
が
想
定
さ
れ
、
金
額
や
数

量
は

そ
の
対
象
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
削
屑
は
、
集
積
さ
れ
た
後
に
遺
構
内
へ
投
入
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

削
屑
が
集
積
さ
れ
る
に
は
、
削
屑
を
生
み
出
す
木
簡
本
体
が
集
積
さ
れ
る
こ
と
が
前

提
で
あ
る
。
そ
し
て
、
集
積
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
木
簡
の
用
途
を
反
映
す
る
も

の
で
あ
る
。
削
屑
の
記
載
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
の
は
、
数
字
が
関
わ
る
数
量
・

金
額
・
日
付
で
あ
り
、
こ
う
し
た
物
品
や
金
銭
に
関
わ
る
事
項
を
記
し
た
木
簡
を
集

積

し
、
記
載
内
容
を
整
理
し
た
帳
簿
類
な
ど
を
作
成
し
た
こ
と
も
推
定
さ
れ
る
。
木

簡
は
整
理
の
た
め
の
メ
モ
と
し
て
使
用
さ
れ
、
整
理
が
完
了
し
た
段
階
で
、
墨
書
が

削
り
取
ら
れ
て
削
屑
が
生
み
出
さ
れ
る
。
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削
屑
は
、
木
簡
と
し
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
記
載
文
言
が
、
整
理
さ
れ
て

そ
の
機
能
を
終
了
す
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
る
不
要
物
で
あ
る
。
S
G
三
五
〇
の
埋
立

て

に
際
し
て
投
入
さ
れ
て
い
る
が
、
埋
立
て
は
貯
水
施
設
と
し
て
の
機
能
を
失
う
こ

と
で
あ
り
、
削
屑
の
投
入
は
、
施
設
と
用
品
が
同
じ
段
階
に
廃
棄
さ
れ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
一
方
、
墨
書
を
削
り
取
っ
た
木
簡
は
、
記
載
の
前
段
階
で
あ
る
白
紙
と

し
て
の
木
札
に
再
生
す
る
。
二
八
〇
〇
点
の
削
屑
に
対
し
て
、
木
札
は
二
点
と
少
な

い

が
、
こ
れ
は
用
品
と
し
て
の
機
能
・
段
階
の
差
を
示
す
も
の
で
、
再
使
用
が
可
能

な
木
札
は
、
遺
構
内
へ
投
入
さ
れ
ず
、
引
き
続
き
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な

み

に
、
削
屑
の
木
簡
段
階
の
様
相
を
示
す
も
の
と
し
て
、
本
来
－
類
で
穿
孔
部
が
確

認

さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
遺
跡
全
体
で
は
、
次
期
の
W
期
に
1
類
が
大
量
に
み
ら
れ
、

削
り
込
ま
れ
て
下
部
が
薄
く
な
っ
た
も
の
も
相
当
数
あ
り
、
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

口
期
前
半

（
図
6
・
7
・
9
）

　
W
期
前
半
に
は
、
前
代
ま
で
の
中
心
区
画
を
継
承
す
る
形
で
柵
囲
区
画
が
完
成
し
、

区
画
内
の
東
側
に
木
簡
類
が
出
土
す
る
遺
構
が
集
中
す
る
。
S
D
五
一
〇
溝
は
全
長

四
〇
m
、
幅
二
・
五
～
五
m
で
、
土
師
質
土
器
、
備
前
・
常
滑
・
瀬
戸
・
亀
山
の
各

種
製
品
、
中
国
産
青
磁
・
白
磁
、
朝
鮮
産
青
磁
、
明
銭
、
石
塔
類
、
各
種
木
製
品
な

ど
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
溝
は
、
水
路
網
の
一
環
を
な
す
も
の
で
、
運
河
と
し
て
芦
田

川
や
瀬
戸
内
海
に
通
じ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
遺
構
内
は
、
広
く
砂
質

土
層
が
堆
積
し
、
底
部
に
木
質
層
が
あ
り
、
共
に
埋
立
層
に
な
る
。
木
簡
が
三
一
点
、

木
札

が
一
五
四
点
あ
り
、
H
類
の
一
点
を
除
い
て
総
て
1
類
に
な
る
。
主
に
木
質
層

に
含
ま
れ
、
溝
内
南
部
一
〇
m
ほ
ど
の
範
囲
に
集
中
す
る
。

　

1
類
の
木
簡
に
つ
い
て
、
「
か
し
三
月
／
百
舟
五
長
末
」
・
「
ひ
や
く
／
十
十
」

（
2
3
）
は
、
「
長
末
」
に
対
す
る
二
二
五
文
の
貸
付
け
を
記
し
た
も
の
で
、
「
ひ
や
く
」

の
意
味
は
不
明
で
あ
る
が
、
行
為
・
日
付
・
金
額
・
対
象
が
あ
る
。
こ
れ
と
密
接
に

関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
同
じ
語
句
の
「
百
計
五
／
か
し
三
月
」
・
「
十
十
」
と
共
に
、

「
な
か
す
」
が
記
さ
れ
た
も
の
（
2
4
）
が
あ
る
。
「
か
し
一
斗
一
升
八
合
／
百
三
　
つ

ね
五
郎
」
（
2
5
）
は
、
「
つ
ね
五
郎
」
に
対
し
て
、
何
ら
か
の
物
品
一
斗
一
升
八
合
の

代
価
一
〇
三
文
を
貸
し
付
け
た
こ
と
を
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
1
類
は
、

断
片
的
な
語
句
が
並
ん
で
お
り
、
記
載
者
が
メ
モ
・
覚
え
と
し
て
使
用
し
た
も
の
に

な
る
。
物
品
名
・
数
量
・
金
額
・
行
為
な
ど
に
注
目
す
る
と
（
表
5
）
、
物
品
名
に

は
壷
と
瓜
が
あ
り
、
容
量
と
し
て
口
斗
口
升
口
合
と
あ
る
も
の
は
、
多
く
は
農
産
物

を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
容
量
と
金
額
が
併
記
し
て
あ
る
も
の
は
、
物
品
の
代
価
と
推

定
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
瓜
三
斗
が
一
〇
五
文
で
あ
る
。
金
額
は
数
字
の
み
の
記
載

も
多
く
、
額
の
上
で
は
一
〇
〇
文
台
が
中
心
で
貫
ま
で
は
至
ら
な
い
。
行
為
で
は
物

品
や
金
銭
の
貸
付
け
を
行
っ
て
お
り
、
貸
付
け
に
対
し
て
流
す
こ
と
も
あ
る
。
日
付

に
つ
い
て
は
、
月
の
み
の
場
合
や
、
月
・
日
を
省
略
し
た
数
字
の
み
を
記
す
場
合
が

あ
る
。
両
者
の
方
法
で
併
記
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
、
記
載
者
は
何
ら
か
の
使
い
分
け

を
し
て
い
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
記
載
内
容
か
ら
、
農
産
物
を
中
心
と

す
る
物
品
の
取
引
き
、
金
銭
の
貸
付
け
な
ど
の
活
動
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
、
メ

モ
・

覚
え
と
し
て
の
文
言
を
基
に
、
帳
簿
類
な
ど
を
作
成
し
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

そ
の
際
、
1
類
の
特
徴
で
あ
る
孔
が
意
味
を
持
ち
、
使
用
者
は
紐
で
綴
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
木
簡
の
整
理
・
分
類
に
役
立
て
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の

よ
う
な
1
類
に
対
し
て
、
た
だ
一
点
の
H
類
に
は
、
「
く
し
か
き
五
（
把
）

く
さ
い
ち
／
い
ま
く
ら
と
の
へ
ま
い
る
」
・
「
こ
い
よ
り
し
や
う
せ
い
」
と
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
2
2
）
。
草
戸
千
軒
の
古
名
で
あ
る
「
く
さ
い
ち
」
の
「
い
ま
く
ら
と
の
」
へ
宛
て
ら

れ
た

も
の
で
、
「
こ
い
」
の
地
よ
り
の
「
し
や
う
せ
い
」
の
「
く
し
か
き
五
（
把
）
」

の

付
札
で

あ
ろ
う
。
「
こ
い
」
に
つ
い
て
は
、
小
井
城
が
あ
っ
た
現
福
山
市
駅
家
町

法
成
寺
の
麺
の
可
能
性
が
あ
る
。
「
し
や
う
せ
い
」
は
、
基
本
的
に
は
国
衙
領
の
年

貢
と
さ
れ
る
正
税
で
、
具
体
的
に
は
串
柿
五
把
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
木
簡
は
移
動

す
る
物
品
の
付
札
で
、
メ
モ
・
覚
え
と
し
て
使
用
さ
れ
た
1
類
と
は
、
形
状
・
記
載

内
容
・
用
途
の
上
で
鮮
や
か
な
対
比
を
見
せ
て
い
る
。
宛
先
と
し
て
記
さ
れ
た
の
は
、

草
戸
千
軒
に
拠
を
置
く
「
い
ま
く
ら
と
の
」
で
あ
る
が
、
こ
の
名
称
は
「
今
倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（蔵
）
殿
」
と
土
倉
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、
1
類
で
確
認
さ
れ
る
貸
付
行
為
と
対
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表
5
　
S
D
五
一
〇
出
土
木
簡
記
載
項
目
一
覧

地
名
・
人
名

長
末
　
　
つ
ね
五
郎

物
品
名
・
数
量

う
り
三
斗
・
百
五
　
　
つ
ほ
三
百
七
文

数

量
・
金
額
・
行
為

（
五
）
升
・
百
十
　
二
斗
・
三
（
百
）
　
百
　
百
　
百
　
（
百
）
百
（
五
）
　
百
廿
　
百
冊
五
　
百
舟
五
　
百
五
十
四
（
二
）
百
　
（
二
百
十
）
　
四
百
廿
　
か
し
百
五
か
し
一
斗
一
升
八
合
・
百
三
　
か
し
二
斗
六
升
　
か
し
三
（
斗
）

行
為

か

し
　
　
（
か
し
）
　
か
し
・
な
か
す

日
付
等

二十
七
　
三
月
・
十
十
　
　
三
月
・
十
十
　
（
五
月
）
八
（
月
）
・
十
十
七
　
十
五
　
十
十
九

※

表
5
～
7
に
つ
い
て
は
、
1
類
を
対
象
と
し
て
い
る
。

応
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
正
税
の
記
載
か
ら
、
年
貢
や
租
税
の
収
納
に
関
与

し
た
存
在
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

こ
の
S
D
五
一
〇
に
東
接
す
る
の
が
S
K
五
八
二
土
坑
、
さ
ら
に
東
接
す
る
の
が

S
D
五
五
〇
溝
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
構
の
間
隔
は
三
～
四
m
で
あ
る
。
S
D
五
五
〇

は
全
長
三
九
m
、
北
部
九
m
は
幅
一
～
二
m
、
南
部
は
四
・
五
～
五
m
で
、
土
師
質

土
器
、
備
前
・
亀
山
の
各
種
製
品
、
中
国
産
青
磁
・
白
磁
・
鉄
絵
、
ベ
ト
ナ
ム
産
白

磁
、
各
種
木
製
品
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
遺
構
内
の
堆
積
状
況
は
、
下
部
が
木
質
層
、

上
部
が
砂
質
土
層
で
、
部
分
的
に
粘
質
土
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
埋
立
層
で
あ
る
。
木

簡
が
三
〇
点
、
木
札
が
九
六
点
あ
り
、
本
来
の
形
状
が
判
明
し
な
い
一
点
を
除
く
と
、

総
て

1
類
で
あ
る
。
主
に
木
質
層
に
含
ま
れ
、
北
部
を
除
く
地
区
か
ら
出
土
し
て
い

る
。

　
「
米
一
升
」
（
2
8
）
は
物
品
名
と
容
量
で
あ
る
。
「
う
山
／
か
し
」
・
「
百
舟
」
・
「
彦

五
郎
殿
」
が
あ
る
も
の
（
2
6
）
は
、
再
使
用
に
よ
り
下
部
が
か
な
り
薄
く
な
っ
て
い

る
。
「
う
山
」
の
「
彦
五
郎
殿
」
へ
の
二
二
〇
文
の
貸
付
け
が
記
さ
れ
る
。
「
百
／
か

し
／
さ
け
一
斗
二
升
／
五
百
」
・
「
十
二
五
」
（
2
7
）
は
、
一
二
月
五
日
の
日
付
と
、

一
〇

〇
文
の
貸
付
け
と
酒
一
斗
二
升
が
五
〇
〇
文
で
あ
る
こ
と
を
記
し
、
貸
付
け
と

酒
と
の
関
係
は
明
確
で
は
な
い
が
、
代
価
の
一
部
を
貸
し
付
け
た
こ
と
も
想
定
さ
れ

表
6
　
S
D
五
五
〇
出
土
木
簡
記
載
項
目
一
覧

地
名
・
人
名

さ
た
　
ひ
（
ろ
）
谷
　
う
山
・
彦
五
郎
殿
　
九
郎

物
品
名
・
数
量

米
一
升
　
米
二
口
　
（
も
ミ
）
　
大
麦
一
斗
四
升
七
合
・
百
七
さ
け
一
斗
二
升
・
五
百

数

量
・
金
額
・
行
為

二斗
一
升
・
百
冊
文
　
七
斗
（
九
）
口
　
計
　
百
　
百
百
舟
　
二
百
　
二
百
　
（
二
百
）
　
八
（
百
）
七
十
四
・
か
し
二
斗
七
（
合
）
　
百
か
し
百
舟
文
か
し
・
二
斗
五
升
　
百
七
十
八
か
し
・
三
斗
六
升
五
合
二
百
・
か
し
三
斗
一
升
五
合
　
（
三
百
）
・
（
か
し
）
一
斗
二
升

行
為

下
し
？
　
か
し
　
か
し
　
（
か
し
）

日
付
等

巳

六五
　廿

七

る
。
「
百
七
　
大
麦
一
斗
四
升
七
合
／
ひ
（
ろ
）
谷
か
し
」
（
2
9
）
は
、
「
ひ
（
ろ
）
谷
」

に
対
し
て
、
大
麦
一
斗
四
升
七
合
の
代
価
一
〇
七
文
を
貸
し
付
け
た
こ
と
を
記
し
て

い

る
。
物
品
名
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
金
額
・
容
量
と
「
か
し
」
が
記
さ
れ
る
も
の

は
、
代
価
の
貸
付
け
を
示
し
、
「
百
七
十
八
か
し
／
三
斗
六
升
五
合
」
（
3
0
）
、
「
二
百

／
か
し
三
斗
一
升
五
合
／
さ
た
」
（
3
1
）
と
あ
り
、
「
さ
た
」
は
貸
付
け
の
対
象
で
あ

ろ
う
。
な
お
、
（
3
0
）
の
「
か
し
」
の
裏
面
に
は
「
お
り
下
し
／
十
三
ノ
巳
九
舟
」

と
あ
る
が
、
巳
年
九
月
三
〇
日
の
み
理
解
で
き
る
。
S
D
五
五
〇
の
木
簡
に
つ
い
て
、

物
品
名
・
数
量
・
金
額
・
行
為
な
ど
に
注
目
す
る
と
（
表
6
）
、
S
D
五
一
〇
に
通

じ
る
点
が
多
い
。
物
品
名
に
は
農
産
物
の
米
・
（
籾
）
・
大
麦
や
酒
が
あ
り
、
容
量
と

金
額
を
併
記
し
た
も
の
は
、
物
品
の
代
価
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
に
貸
付
け
が

関
連
す
る
場
合
が
あ
る
。
金
額
は
数
字
の
み
の
記
載
も
多
く
、
額
の
上
で
は
貫
の
段

階
ま
で
至
ら
ず
、
容
量
も
斗
ま
で
の
段
階
で
あ
る
。
行
為
で
は
貸
付
け
が
明
ら
か
で
、

日
付
は
十
二
支
で
年
次
を
記
す
も
の
が
あ
り
、
巳
年
が
確
認
さ
れ
る
と
共
に
、
月
・

日
の
数
字
の
み
の
記
載
が
主
流
で
あ
る
。
な
お
、
地
名
は
関
わ
り
を
持
っ
た
地
域
を

反
映

す
る
も
の
で
あ
り
、
「
う
山
」
は
現
福
山
市
春
日
町
宇
山
な
い
し
府
中
市
上
山
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晒
、
「
ひ
（
ろ
）
谷
」
は
府
中
市
広
谷
睡
近
辺
の
可
能
性
も
あ
る
。

　

S
K
五
八
二
は
長
さ
一
四
m
、
幅
三
～
五
m
、
深
さ
一
・
O
m
で
、
土
師
質
土
器
、

備
前
・
瀬
戸
・
亀
山
の
各
種
製
品
、
中
国
産
青
磁
・
白
磁
、
砥
石
、
骨
角
製
笄
、
各

種
木
製
品
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
遺
構
内
の
堆
積
状
況
は
、
下
部
が
木
質
層
、
上
部
が

砂
質
土
層
で
、
部
分
的
に
粘
質
土
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
埋
立
層
で
あ
る
。
木
簡
が
四

〇

点
、
木
札
が
一
〇
九
点
あ
り
、
形
状
の
判
明
す
る
も
の
は
、
n
類
の
二
点
以
外
は

総
て

1
類
に
な
る
。
土
坑
の
全
域
の
主
に
木
質
層
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
内
容
が
判

明
す
る
も
の
に
は
、
「
百
四
十
七
／
大
麦
二
斗
四
升
一
合
」
・
「
ひ
の
（
へ
）
か
し
／
六

十

三
」
（
3
3
）
が
あ
り
、
六
月
＝
二
日
に
「
ひ
の
」
に
対
し
て
、
大
麦
二
斗
四
升
一

合
の

代
価
一
四
七
文
を
貸
し
付
け
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
「
百
廿
　
上
村
／
ミ
つ

の
か

し
」
（
3
2
）
も
、
貸
付
け
を
記
す
も
の
で
あ
る
。
「
二
百
／
く
ろ
め
の
／
わ
し
」

（
3
4
）
は
、
食
用
の
海
藻
で
あ
る
「
く
ろ
め
」
（
黒
海
草
）
の
和
市
の
価
格
に
関
わ
る

こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
「
五
百
／
あ
つ
け
」
（
3
9
）
は
、
五
〇
〇
文
の
預
け
を
記
し
、

「も
ミ
三
（
表
）
あ
つ
け
」
（
3
7
）
は
、
籾
三
俵
の
預
け
に
な
り
、
再
使
用
に
よ
り
下
部

表
7
　
S
K
五
八
二
出
土
木
簡
記
載
項
目
一
覧

地
名
・
人
名

上
村
　
　
ひ
の
　
六
二
郎

物
品
名
・
数
量

こ
め
二
斗
　
（
米
）
三
斗
　
米
六
口
・
二
百
舟
　
白
（
米
）
（
も
ミ
）
口
升
二
合
　
大
麦
二
斗
四
升
一
合
・
百
四
十
七
く
ろ
め
の
わ
し
・
二
百

数
量
・
金
額
・
行
為

（
一

斗
・
百
十
　
舟
・
九
十
文
　
六
十
文
　
百
　
百
　
百
廿
百
廿
　
百
四
十
　
二
百
　
二
百
　
二
百
五
口
　
四
（
百
）
か
し
百
十
七
　
百
六
十
六
・
か
し
壱
斗
二
升
も
ミ
三
（
表
）
あ
つ
け
　
五
十
あ
つ
け
　
五
百
あ
つ
け

行
為

かし
　
か
し
　
か
し
　
か
し
　
（
か
し
）
　
（
か
し
）
り
ふ
（
ん
）
の
か
し
　
（
も
と
）

日
付
等

巳
二
廿
八
　
巳
三
　
（
巳
）
三
十
・
十
一
月
（
八
日
）
口
（
月
二
日
）
　
二
七
　
（
二
）
十
二
　
卯
月
廿
一
　
四
廿
二
六
（
月
）
　
六
十
三
　
（
六
月
十
八
日
）

が
か

な
り
薄
く
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
（
3
8
）
は
不
定
形
な
形
状
で
、
何
ら
か
の
材

を
転
用
し
た
可
能
性
が
あ
り
、
「
こ
れ
の
ち
よ
」
と
判
読
さ
れ
て
も
、
内
容
を
明
ら

か

に
で
き
な
い
。
1
類
に
つ
い
て
、
物
品
名
・
数
量
・
金
額
・
行
為
な
ど
に
注
目
す

る
と
（
表
7
）
、
S
D
五
一
〇
・
S
D
五
五
〇
に
通
じ
る
点
が
多
い
。
物
品
名
に
は

米
・
籾
・
大
麦
や
海
藻
が
あ
り
、
容
量
と
金
額
を
併
記
し
た
も
の
は
、
物
品
の
代
価

で
あ
ろ
う
。
金
額
は
一
〇
〇
文
台
が
中
心
で
、
容
量
も
斗
の
段
階
ま
で
で
あ
る
が
、

三

俵
を
記
す
も
の
も
あ
る
。
行
為
と
し
て
「
か
し
」
の
記
載
が
目
立
ち
、
「
（
も
と
）
」

・

「り
ふ
（
ん
）
」
と
元
金
・
利
分
を
示
す
語
句
も
あ
る
。
ま
た
、
物
品
や
金
銭
の
預

け
も
あ
る
。
日
付
は
月
・
日
の
数
字
の
み
で
記
す
も
の
が
多
く
、
十
二
支
で
年
次
を

記

す
も
の
に
つ
い
て
は
、
S
D
五
五
〇
と
同
じ
巳
年
が
確
認
さ
れ
る
。

　
以
上
の

よ
う
な
1
類
に
対
し
て
、
n
類
の
「
十
二
月
三
日
／
三
斗
／
こ
れ
の
ま
す

／

も
ミ
し
ろ
い
ね
」
（
3
5
）
は
、
日
付
・
容
量
・
物
品
名
が
あ
る
。
籾
三
斗
の
付
札

に
な
り
、
「
こ
れ
の
ま
す
」
に
つ
い
て
は
、
容
量
と
籾
・
稲
か
ら
桝
に
関
わ
る
こ
と

が
推
定
さ
れ
る
。
「
い
つ
ミ
と
の
へ
わ
た
く
し
九
」
（
3
6
）
は
、
「
い
つ
ミ
と
の
」
へ

送
付
さ
れ
た
「
わ
た
く
し
」
の
付
札
と
想
定
さ
れ
る
。
「
く
し
」
は
租
税
の
公
事
を

示

し
、
そ
の
内
容
が
綿
で
、
「
九
」
は
数
量
に
関
わ
る
も
の
に
な
る
。
S
D
五
一
〇

の

「
い

ま
く
ら
と
の
」
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
と
同
様
に
、
移
動
す
る
物
品
の
付
札
で
、

「
い

つ

ミ
と
の
」
は
公
事
の
収
納
に
関
与
す
る
存
在
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
以
上
の

S
D
五
一
〇
・
S
D
五
五
〇
・
S
K
五
八
二
の
木
簡
に
つ
い
て
は
、
記
載

内
容
に
相
通
じ
る
点
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
遺
構
は
近
接
し
て
お
り
、
木
簡
は
東
西
二

〇

m
、
南
北
三
〇
m
ほ
ど
の
範
囲
に
分
布
す
る
。
注
目
さ
れ
る
の
が
遺
構
内
の
様
相

で
、
そ
れ
ぞ
れ
底
部
に
木
質
層
、
そ
の
上
部
に
砂
質
土
層
と
い
う
類
似
し
た
堆
積
状

況
を
示
し
、
共
に
埋
立
層
に
な
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
遺
構
に
含
ま
れ
る
土
器
類

が
相
互
に
接
合
す
る
例
も
相
当
数
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
堆
積
状
況
や
出
土
遺
物

の

様
相
か
ら
、
S
D
五
一
〇
・
S
D
五
五
〇
・
S
K
五
八
二
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
埋
め

立
て

ら
れ
た
も
の
で
、
木
簡
を
含
め
て
遺
構
内
へ
投
入
さ
れ
た
遺
物
は
、
相
互
に
関

連
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。
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改
め

て
、
三
箇
所
の
遺
構
か
ら
出
土
し
た
木
簡
総
体
を
整
理
す
る
と
、
1
類
が
ほ

と
ん
ど
を
占
め
、
記
載
者
が
自
ら
の
活
動
の
メ
モ
・
覚
え
と
し
て
使
用
し
た
も
の
に

な
る
。
木
札
の
段
階
で
は
白
紙
の
メ
モ
・
カ
ー
ド
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
木
簡

の
段
階
で
は
、
メ
モ
と
し
て
断
片
的
な
記
載
が
中
心
で
、
こ
れ
ら
を
集
積
・
整
理
し

て

帳
簿
類
を
作
成
し
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
1
類
の
特
徴
で
あ
る
孔
が

意
味
を
持
ち
、
紐
で
綴
る
こ
と
に
よ
り
、
分
類
・
整
理
に
役
立
て
た
の
で
あ
ろ
う
。

日
付
は
記
録
の
た
め
に
重
要
な
も
の
に
な
る
。
関
与
し
た
物
品
に
は
、
米
・
籾
・
大

麦
な
ど
の
農
産
物
を
中
心
に
、
醸
造
品
・
海
産
物
・
焼
き
も
の
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
、

容
量

と
金
額
が
併
記
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
数
量
的
に
は
、
金
額
は
貫
ま
で
至
ら
ず
、

容
量
も
斗
ま
で
の
段
階
が
中
心
で
あ
る
。
行
為
と
し
て
「
か
し
」
の
記
載
が
目
立
ち
、

金
銭
や
物
品
の
代
価
の
貸
付
け
を
広
範
に
展
開
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、

「
か

し
」
と
共
に
容
量
・
金
額
を
併
記
し
た
も
の
の
中
に
は
、
口
斗
口
升
口
合
及
び

一
文
台
ま
で
の
数
値
を
示
す
も
の
が
あ
る
。
集
積
し
た
物
品
を
貸
し
付
け
、
そ
の
代

価
を
記
し
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
が
、
数
値
が
詳
細
で
単
価
の
計
算
も
複
雑
に
な
る
。

む
し
ろ
、
特
に
容
量
が
示
す
数
値
は
本
来
の
定
量
を
示
す
も
の
で
、
例
え
ば
農
地
に

賦
課
さ
れ
る
年
貢
額
の
可
能
性
も
あ
り
、
そ
の
収
納
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
も
推
測

さ
れ
る
。

　
草
戸
千
軒
に
拠
を
置
い
て
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
す
る
者
に
送
付
さ
れ
て
き
た
物

品
の
付
札
に
ロ
類
が
あ
り
、
形
状
・
記
載
内
容
と
も
に
1
類
と
好
対
照
を
な
し
て
い

る
。
彼
ら
は
「
い
ま
く
ら
と
の
」
・
「
い
つ
ミ
と
の
」
と
呼
ば
れ
る
存
在
で
、
「
今
倉

殿
」
の
名
称
は
土
倉
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、
貸
付
行
為
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

送
付

さ
れ
た
物
品
は
正
税
や
公
事
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
容
量
の
数
値
か

ら
年
貢
額
な
ど
が
推
測
さ
れ
る
こ
と
も
併
せ
て
、
彼
ら
は
国
衙
領
や
荘
園
の
年
貢
・

租
税
の
収
納
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
な
お
、
正
税
は
「
こ
い
」
の

地
か

ら
の
も
の
で
あ
る
が
、
活
動
の
対
象
地
域
と
し
て
、
小
井
・
上
山
・
宇
山
・
広

谷
な
ど
の
可
能
性
が
挙
げ
ら
れ
、
現
福
山
市
か
ら
府
中
市
に
か
け
て
の
芦
田
川
流
域

を
そ
の
エ
リ
ア
と
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
三
箇
所
の
遺
構
に
は
多
量
の
木
札
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
で
、
一
〇
〇
点
ほ
ど
の
木
簡
を
し
の
い
で
三
六
〇
点
ほ
ど
に
な
る
。
木
簡
の
前

段
階

の
白
紙
の
状
態
で
あ
る
木
札
が
、
使
用
さ
れ
る
こ
と
な
く
多
量
に
遺
構
内
へ
投

入

さ
れ
た
の
で
あ
り
、
用
品
と
し
て
準
備
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
役
割
を
果
た
さ
な

い

ま
ま
埋
め
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
埋
立
て
と
い
う
行
為
は
、
既
存
の
施
設

を
廃
止
す
る
と
共
に
、
更
地
を
造
成
し
て
新
た
な
空
間
利
用
を
計
る
こ
と
で
も
あ
る
。

そ
し
て
、
新
た
な
空
間
利
用
と
今
後
に
役
割
を
果
た
す
べ
き
木
札
の
廃
棄
は
、
「
い

ま
く
ら
と
の
」
・
「
い
つ
ミ
と
の
」
が
、
農
産
物
を
中
心
と
す
る
物
品
へ
の
関
与
や
各

種
の
貸
付
け
な
ど
の
行
為
自
体
を
停
止
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の

三

箇
所
の
遺
構
に
関
連
す
る
も
の
に
S
D
五
六
〇
溝
が
あ
り
、
S
D
五
一

〇

と
合
流
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
全
長
二
九
m
、
幅
三
～
五
m
で
、
土
師
質
土

器
、
備
前
、
中
国
産
青
磁
・
白
磁
・
褐
粕
陶
器
、
各
種
木
製
品
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

遺
構
内
の
堆
積
状
況
は
三
箇
所
の
遺
構
と
同
様
に
、
下
部
に
木
質
層
、
そ
の
上
部
に

砂
質
土
層
が
あ
り
、
共
に
埋
立
層
に
な
る
。
木
簡
が
一
九
点
、
木
札
が
四
点
あ
り
、

そ
の
中
の
二
〇
点
が
1
類
で
、
総
て
木
質
層
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
「
米
一
表
」

（
4
0
）
は
物
品
名
と
容
量
で
あ
る
。
「
米
一
石
／
か
り
た
く
／
候
へ
く
候
」
・
「
兵
衛
せ

う
殿
」
（
4
1
）
は
、
米
一
石
の
借
用
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
用
途
は
判
断
し
に

く
い
。
メ
モ
・
覚
え
と
し
て
の
用
途
と
共
に
、
文
言
か
ら
、
依
頼
文
と
し
て
「
兵
衛

せ
う
殿
」
に
送
付
さ
れ
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
た
だ
、
「
兵
衛
せ
う
殿
」
が
借

用
を
請
わ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
、
文
言
が
確
認

で
き
る
も
の
に
は
、
「
（
も
ミ
）
二
斗
三
升
四
合
」
・
「
百
五
十
／
（
大
麦
）
三
斗
」
・
「
あ

つ
き
一
斗
五
升
」
・
「
寅
五
廿
八
」
な
ど
が
あ
り
、
各
種
農
産
物
の
取
引
き
へ
の
関
与

が
確
認
さ
れ
る
。

N
期
後
半
（
図
8
）

　
W
期
後
半
に
な
る
と
、
遺
跡
南
部
に
、
大
規
模
な
環
濠
を
中
心
と
し
て
方
形
区
画

群
か

ら
な
る
環
濠
区
画
が
出
現
す
る
。
そ
の
中
心
が
S
D
七
六
〇
溝
で
、
外
縁
部
で

東
西
七
〇
m
以
上
、
南
北
約
一
〇
〇
m
、
幅
九
～
一
六
m
の
規
模
で
、
内
側
に
は
土
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図8　1V期後半の木簡
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質
土
器
、
瓦
質
土
器
、
備
前
・
常
滑
・
瀬
戸
・
亀
山
の
各
種
製
品
、
中
国
産
青
磁
・

白
磁
、
壁
土
、
哀
瓦
、
鉄
製
熊
手
、
銅
製
鏡
、
石
臼
、
茶
臼
、
石
硯
、
各
種
木
製
品

な
ど
が
、
主
に
埋
立
層
の
木
質
層
に
含
ま
れ
る
。
木
簡
は
1
類
・
n
類
が
そ
れ
ぞ
れ

一
・
二
点
あ
る
。
1
類
に
は
、
「
ま
（
す
）
／
二
斗
二
升
／
は
く
ま
い
」
・
「
十
二
月
十

九

日
」
（
4
5
）
が
あ
り
、
桝
・
容
量
・
物
品
名
・
日
付
は
、
S
K
五
八
二
の
（
3
5
）

と
同
じ
文
言
構
成
に
な
る
。
H
類
で
は
、
「
刀
二
助
二
郎
」
・
「
囚
助
二
郎
」
（
4
4
）
が

あ
り
、
囚
は
商
家
の
屋
号
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
環
濠
区
画
の
木
簡

に
つ
い
て
、
W
期
前
半
の
柵
囲
区
画
の
木
簡
と
類
似
す
る
表
記
の
も
の
も
認
め
ら
れ

る
が
、
数
量
的
に
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
周
辺
地
域
に
対
し
て
、
農
産
物
を
中
心

と
す
る
物
品
へ
の
関
与
や
貸
付
け
な
ど
の
行
為
は
う
か
が
え
な
い
。
た
だ
、
S
D
七

六
〇

に
は
明
応
二
（
一
四
九
三
）
年
銘
の
板
塔
婆
、
明
応
五
（
一
四
九
六
）
年
・
永

正
元

（
｝
五
〇

四
）
年
が
推
定
さ
れ
る
「
丙
辰
」
・
「
甲
子
」
年
が
あ
る
位
牌
、
S
D

四

四
五
六
に
は
明
応
四
（
一
四
九
五
）
年
銘
の
御
札
な
ど
、
年
紀
を
記
す
資
料
が
遺

跡
の

中
で
こ
の
地
区
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
環
濠
区
画
は
一
五
世
紀
末
の
成
立
、

一
六
世

紀
初
頭
の
消
滅
で
、
短
期
間
の
存
続
に
な
る
。
領
主
の
居
館
的
性
格
を
踏
ま

え
る
と
、
成
立
・
消
滅
に
は
政
治
的
要
因
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
一
六
世

紀
初
頭
に
、
中
世
集
落
と
し
て
の
草
戸
千
軒
は
消
滅
す
る
こ
と
と
な
る
。

塁

の
存
在
も
想
定
さ
れ
る
。
環
濠
内
部
の
遺
構
の
配
置
や
出
土
遺
物
の
様
相
か
ら
、

在
地
領
主
な
ど
の
居
館
の
可
能
性
が
高
い
。
木
簡
は
1
類
・
皿
類
が
そ
れ
ぞ
れ
五
・

一
点
、
木
札
は
1
類
が
五
点
あ
る
。
環
濠
は
人
為
的
に
大
規
模
な
埋
立
て
は
な
さ
れ

て

お
ら
ず
、
木
簡
は
環
濠
内
か
ら
散
在
的
に
出
土
し
て
い
る
。
「
二
百
／
大
麦
三
斗

／
信
左
衛
門
せ
う
」
（
4
3
）
は
、
物
品
名
・
容
量
・
代
価
・
人
名
で
あ
る
。
「
た
い
百

枚
」
（
4
2
）
は
鯛
一
〇
〇
枚
を
示
し
、
鯛
は
数
量
か
ら
何
ら
か
の
儀
式
な
ど
の
際
に

供
せ
ら
れ
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

　

S
D
四
四
五
六
溝
は
S
D
七
六
〇
環
濠
区
画
内
を
南
北
に
分
画
す
る
も
の
で
、
当

初
は
S
D
七
六
〇
と
合
流
し
て
い
た
。
全
長
三
七
m
、
幅
三
～
五
・
五
m
で
、
土
師

②
草
戸
木
簡
の
特
質

　
以

上
、
個
別
遺
構
に
即
し
て
木
簡
の
具
体
例
に
触
れ
て
み
た
。
草
戸
千
軒
で
は
、

1
期
か
ら
n
期
前
半
の
時
期
に
お
い
て
も
、
物
資
の
集
散
や
金
銭
の
取
引
き
に
関
わ

る
活
動
が
推
定
さ
れ
る
が
、
よ
り
活
発
と
な
る
の
が
H
期
後
半
で
あ
る
。
集
落
に
お

い

て
、
当
初
の
段
階
か
ら
消
滅
時
ま
で
、
ほ
ぼ
同
一
場
所
に
中
心
的
区
画
が
継
続
し

て
お

り
、
1
期
か
ら
皿
期
ま
で
を
中
心
区
画
、
W
期
を
柵
囲
区
画
と
呼
ん
で
い
る
。

n
期
後
半
で
は
、
中
心
区
画
内
の
北
部
に
木
簡
が
出
土
す
る
遺
構
が
集
中
す
る
。
こ

の
時
期
、
中
心
区
画
の
東
側
に
、
運
河
と
し
て
芦
田
川
や
瀬
戸
内
海
に
通
じ
て
い
た
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と
想
定
さ
れ
る
水
路
が
整
備
さ
れ
、
W
期
前
半
ま
で
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
。
皿
期

も
中
心
区
画
内
の
北
部
に
集
中
す
る
。
W
期
前
半
で
は
柵
囲
区
画
内
の
東
側
に
集
中

し
、
H
期
後
半
か
ら
継
続
す
る
水
路
周
辺
に
あ
た
り
、
水
路
の
継
続
的
な
整
備
・
機

能
が
、
木
簡
の
出
土
状
況
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
し
か
し
、
W
期
前
半
の
段
階

で
水
路
は
遮
断
さ
れ
て
機
能
を
失
い
、
こ
の
区
画
で
は
流
通
・
金
融
に
関
わ
る
活
動

を
停
止
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
水
路
の
一
つ
が
S
D
五
一
〇
で
あ
る
。
木
簡
に
関

与

し
た
者
は
、
H
期
後
半
か
ら
W
期
前
半
に
か
け
て
、
継
続
的
に
集
落
の
中
心
的
区

画
の
一
画
を
活
動
の
場
と
し
た
こ
と
に
な
り
、
集
落
の
中
で
有
力
な
存
在
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。

　
草
戸
木
簡
に
特
徴
的
な
も
の
が
、
材
の
上
部
に
穿
孔
し
た
1
類
で
、
皿
期
か
ら
W

期
に
か
け
て
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
断
片
的
な
語
句
が
並
ん
で
お
り
、
多
く
は
記

載
者
が
メ
モ
・
覚
え
と
し
て
使
用
し
た
も
の
に
な
る
。
こ
の
1
類
に
つ
い
て
は
、
木

簡
・
木
札
・
削
屑
の
関
係
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
。
木
札
は
白
紙
の
メ
モ
・
カ
ー

ド
の
段
階
で
あ
り
、
文
言
が
記
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
木
簡
と
な
る
。
記
載
者
は
こ
の

木
簡
を
集
積
・
整
理
し
、
帳
簿
類
な
ど
を
作
成
し
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
整
理
が

終
了
し
た
段
階
で
、
表
面
の
文
言
は
メ
モ
と
し
て
の
機
能
を
終
了
し
、
削
り
取
ら
れ

て

不
要
物
と
し
て
の
削
屑
を
生
み
出
す
と
共
に
、
木
簡
本
体
は
木
札
に
再
生
す
る
の

で

あ
る
。
S
G
三
五
〇
の
埋
立
て
は
、
施
設
と
し
て
の
機
能
を
終
了
す
る
こ
と
で
あ

26鞭

27

つり

い

　
ま
　
く
　
ら
　
と
　
の

図9　】V期前半の木簡

い
　
つ
　
ミ
　
と
　
の

29

36
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り
、
そ
の
際
に
不
要
物
の
削
屑
が
多
量
に
投
入
さ
れ
、
今
後
に
役
割
を
果
た
す
木
札

は
次
代
へ
と
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
S
D
五
一
〇
・
S
D
五
五
〇
・
S
K
五
八

二

は
、
多
量
の
木
札
が
準
備
さ
れ
な
が
ら
も
、
遺
構
は
埋
め
立
て
ら
れ
、
そ
の
際
に

廃
棄
さ
れ
て
お
り
、
木
札
を
使
用
す
る
活
動
の
停
止
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

メ
モ
と
し
て
記
さ
れ
た
文
言
か
ら
、
流
通
・
金
融
活
動
の
実
態
を
検
討
し
て
み
た
が
、

特

に
行
為
と
し
て
「
か
し
」
の
記
載
が
目
立
ち
、
対
応
す
る
の
が
土
倉
に
通
じ
る
名

称
の
「
い
ま
く
ら
と
の
・
今
倉
殿
」
の
存
在
で
あ
る
。

　

ま
た
、
記
録
簿
と
し
て
も
使
用
さ
れ
た
n
類
や
皿
類
が
あ
り
、
H
期
後
半
の
S
K

一
三

〇
〇
周
辺
に
集
中
的
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
元
金
・
利
分
を
含
め
て
貸
付

け
の
経
過
を
記
し
た
も
の
な
ど
、
個
別
の
木
簡
に
よ
っ
て
行
為
の
実
態
が
判
明
す
る

も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
も
、
1
類
の
メ
モ
と
同
様
に
、
草
戸
千
軒
に
拠
を
置
く
者
が

自
ら
の
手
元
で
使
用
し
た
も
の
で
、
後
に
帳
簿
類
を
作
成
し
た
こ
と
も
推
定
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
自
ら
の
活
動
に
関
わ
る
内
容
を
記
し
た
も
の
が
ま
と
ま
っ
て
存
在
す
る
こ

と
が
、
草
戸
木
簡
の
特
徴
で
あ
り
、
中
世
の
地
方
都
市
に
お
け
る
商
業
・
流
通
・
金

融
な
ど
を
追
究
す
る
上
で
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

お

わ
り
に

　
木
簡
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
記
載
文
言
の
み
な
ら
ず
、
形
状
や
寸
法
、
出
土
状
況
、

遺
構
の
様
相
な
ど
、
多
角
的
な
整
理
・
調
査
研
究
が
重
要
で
あ
る
。
草
戸
木
簡
の
特

徴
と
し
て
、
手
元
で
メ
モ
・
記
録
簿
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
が
ま
と
ま
っ
て
存
在

す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
活
動
の
実
態
を
推
察
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
メ
モ
と
し
て
の
1
類
は
、
木
簡
・
木
札
・
削
屑
の
関
係
を

踏
ま
え
る
必
要
が
あ
り
、
用
品
と
し
て
の
段
階
と
出
土
状
況
か
ら
、
行
為
の
継
続
・

停
止

と
い
う
事
態
も
判
明
す
る
。
こ
う
し
た
手
元
で
使
用
さ
れ
た
も
の
に
対
し
、
形

状
・
記
載
内
容
・
出
土
状
況
の
上
で
好
対
照
を
示
す
の
が
、
運
ば
れ
て
き
た
物
品
の

付
札
で
あ
る
。
宛
先
と
し
て
記
さ
れ
た
の
が
、
史
料
に
現
れ
る
「
草
井
地
」
・
「
ク
サ

イ
ツ
　
草
出
」
と
同
じ
「
く
さ
い
ち
」
・
「
く
さ
い
（
つ
）
」
で
あ
り
、
草
戸
千
軒
の

調
査
研
究
を
進
め
る
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
、
一
四
世
紀
中
頃
か
ら
一
五
世
紀
後
半
に
か
け
て
、
草
戸
千
軒
に
拠
を
置

い

て
、
周
辺
地
域
を
対
象
に
、
農
産
物
を
中
心
と
す
る
各
種
の
物
品
を
取
り
扱
い
、

金
銭
の
貸
付
け
や
、
年
貢
・
租
税
の
収
納
・
運
営
に
関
与
す
る
者
の
存
在
が
推
定
さ

れ
、
地
域
の
流
通
拠
点
と
し
て
の
草
戸
千
軒
の
具
体
像
が
浮
か
び
上
が
る
も
の
と
な

っ

た
。
た
だ
、
現
段
階
で
は
、
木
簡
に
よ
る
実
態
の
指
摘
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
社

会
の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス
テ
ム
の
中
に
位
置
付
け
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

註（
1
）
　
「
草
戸
千
軒
町
」
の
名
前
が
記
録
に
現
れ
る
の
は
、
一
八
世
紀
中
葉
に
成
立
し
た
福
山
藩
領
内

　
　
の
地
誌
で
あ
る
『
備
陽
六
郡
志
』
で
、
寛
文
＝
二
二
六
七
三
）
年
の
洪
水
で
流
さ
れ
た
と
あ

　
る
。

（
2
）
　
木
簡
の
解
読
に
つ
い
て
は
、
墨
の
遺
存
状
況
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
ま
た
、
仮
名
で
走
り

　

書
き
し
た
も
の
が
多
く
、
個
々
が
完
全
に
解
読
で
き
る
も
の
は
多
く
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

本

文
中
の
釈
文
に
つ
い
て
、
推
定
文
字
は
「
（
）
」
、
異
な
る
推
定
は
「
〔
（
）
〕
」
、
改
行
は

　

「
／
」
で
示
し
た
。
な
お
、
記
さ
れ
た
文
言
の
意
味
・
内
容
に
つ
い
て
は
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』

　
　
（
小
学
館
）
を
広
く
参
照
し
た
。

（
3
）
　
H
期
の
遺
構
か
ら
も
1
類
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
が
、
上
部
に
皿
期
以
降
の
遺
構
が
重
複

　

す
る
地
点
か
ら
も
の
で
、
混
入
の
可
能
性
が
高
い
。

（
4
）
　
木
札
に
つ
い
て
は
、
本
来
は
木
簡
と
し
て
使
用
さ
れ
た
り
、
使
用
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
も

　
　
の
を
指
す
。
現
在
で
は
墨
書
が
確
認
で
き
な
く
な
っ
た
も
の
、
木
簡
と
し
て
使
用
さ
れ
た
後
に

　

表
面
の
墨
書
を
削
り
取
っ
た
も
の
、
木
簡
用
の
材
と
し
て
整
え
ら
れ
な
が
ら
も
墨
書
さ
れ
な
か

　
　
っ
た
も
の
な
ど
に
な
る
。

（
5
）
　
近
世
の
福
山
藩
を
中
心
と
す
る
備
後
地
方
の
地
誌
類
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
前
述
の

　
　
『
備
陽
六
郡
志
』
や
『
西
備
名
区
』
・
『
福
山
志
料
』
が
あ
る
。
坂
部
に
つ
い
て
は
、
『
西
備
名
区
』

　
　
の
津
之
郷
村
の
項
に
「
坂
部
山
城
」
の
記
載
が
あ
る
。

（
6
）
津
之
郷
に
つ
い
て
、
明
徳
四
（
一
三
九
三
）
年
の
守
護
の
御
料
所
注
文
に
「
津
郷
領
家
職

　

津
郷
公
文
職
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
『
広
島
県
史
・
古
代
中
世
資
料
編
V
』
「
細
川
文
書
」
三

　
号
）
。

（
7
）
木
之
庄
に
つ
い
て
、
正
平
八
（
二
二
五
三
）
年
の
足
利
直
冬
の
寄
進
状
に
「
備
後
国
吉
津
庄

　

内
木
庄
」
の
記
載
が
あ
る
（
『
広
島
県
史
・
古
代
中
世
資
料
編
V
』
「
阿
彌
陀
寺
文
書
」
一
号
）
。

（
8
）
　
明
徳
二
（
＝
二
九
一
）
年
の
『
西
大
寺
諸
国
末
寺
帳
』
に
、
備
後
国
の
「
ク
サ
イ
ツ
草
出
」
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の
「
常
福
寺
」
（
現
明
王
院
、
福
山
市
草
戸
町
）
が
記
さ
れ
る
。

（
9
）
　
『
太
平
記
』
巻
二
九
「
越
後
守
自
石
見
引
返
事
」
に
「
草
井
地
」
が
記
さ
れ
る
。

（
1
0
）
　
『
西
備
名
区
』
・
『
福
山
志
料
』
の
東
法
成
寺
村
の
項
に
、
「
小
井
（
の
）
城
」
の
記
載
が
あ
る
。

（
1
1
）
　
石
井
進
氏
は
こ
の
木
簡
の
性
格
・
用
途
に
言
及
し
、
今
倉
殿
の
土
倉
と
し
て
の
性
格
を
指
摘

　
　
し
て
い
る
〔
石
井
進
一
九
八
六
〕
。

（
1
2
）
宇
山
は
近
世
に
深
津
郡
宇
山
村
が
成
立
し
、
上
山
に
つ
い
て
は
、
暦
応
二
（
二
≡
二
九
）
年

　
　
に
、
足
利
尊
氏
に
よ
り
上
山
地
頭
職
が
尾
道
浄
土
寺
に
塔
婆
料
所
と
し
て
寄
進
さ
れ
（
『
広
島
県

　
　
史
・
古
代
中
世
資
料
編
W
』
「
浄
土
寺
文
書
」
六
二
号
）
、
以
降
、
「
浄
土
寺
文
書
」
に
頻
出
す
る
。

（
1
3
）
　
広
谷
は
古
代
の
広
籍
郷
の
系
譜
を
引
き
、
近
世
に
芦
田
郡
広
谷
村
が
成
立
す
る
。

引
用
・
参
考
文
献

石
井
　
進
　
一
九
八
六
　
「
木
簡
か
ら
見
た
中
世
都
市
『
草
戸
千
軒
町
遺
跡
』
」
『
国
史
学
』
＝
二
〇
号

加
藤
　
優
　
一
九
七
四
　
「
草
戸
千
軒
町
遺
跡
出
土
の
墨
書
木
札
」
『
草
戸
千
軒
町
遺
跡
』
恥
一
五
、

　

草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
所

下
津
間
康
夫
　
一
九
九
二
　
「
草
戸
千
軒
に
み
る
商
業
活
動
の
一
断
面
ー
出
土
木
簡
を
素
材
に
ー
」

　
（
網
野
善
彦
・
石
井
進
編
『
中
世
都
市
と
商
人
職
人
』
、
名
著
出
版
）

志
田

原
重
人
　
一
九
八
一
　
「
草
戸
千
軒
町
遺
跡
出
土
の
木
簡
ー
形
態
を
中
心
に
ー
」
『
木
簡
研
究
』

　
三

志

田
原
重
人
　
一
九
八
六
　
「
出
土
の
文
字
資
料
か
ら
み
た
中
世
民
衆
生
活
の
一
面
ー
草
戸
千
軒
町
遺

　
跡
を
中
心
に
ー
」
『
木
簡
研
究
』
八

水
藤
　
真
　
一
九
八
三
　
「
書
評
・
『
草
戸
千
軒
ー
木
簡
一
ー
』
」
『
木
簡
研
究
』
五

水
藤
　
真
　
一
九
九
五
　
『
木
札
・
木
簡
の
語
る
中
世
』
、
東
京
堂
出
版

広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所
　
一
九
八
二
　
『
草
戸
千
軒
－
木
簡
一
ー
』

広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所
　
一
九
九
三
　
『
草
戸
千
軒
町
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
1
』
、
広

　
島
県
教
育
委
員
会

広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所
　
一
九
九
四
　
『
草
戸
千
軒
町
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
H
』
、
広

　
島
県
教
育
委
員
会

広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所
　
一
九
九
五
　
『
草
戸
千
軒
町
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
皿
』
、
広

　
島
県
教
育
委
員
会

広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所
　
一
九
九
五
　
『
草
戸
千
軒
町
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
W
』
、
広

　
島
県
教
育
委
員
会

広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所
　
一
九
九
六
　
『
草
戸
千
軒
町
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
V
』
、
広

　
島
県
教
育
委
員
会

広
島
県
立
歴
史
博
物
館
　
一
九
九
九
　
『
草
戸
木
簡
集
成
1
』

広
島
県
立
歴
史
博
物
館
　
二
〇
〇
〇
　
『
草
戸
木
簡
集
成
2
』

（働
広
島
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
協
力
者
）

　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
〇
年
二
月
四
日
受
理
、
二
〇
〇
一
年
六
月
二
二
日
審
査
終
了
）
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Aspects　of　Commercial　and　Monetary　Transactions　from　Wooden　Tablets　with
Inscriptions　Discovered　at　the　Kusado　Sengen・cho　Site

SHIMozuMA　Yasuo

The　Kusado　Sengencho　site（Fukuyama　City，　Hiroshima　Prefecture）situated　in　a　medieval　port　town　near

the　mouth　of　the　Ashida　river　to　the　Inland　Sea　of　Japan．　This　town　was　established　in　the　middle　of　the

thirteenth　century，　and　was　on　the　decline　at　the　beginning　of　the　sixteenth　century．　From　this　site，

various　remains　have　been　fbund　which　indicate　life　and　culture　of　that　time，　and　among　them勿o競％

（wooden　tablets　with　inscriptions）are　worthy　of　note．　On勿o続ακwere　written　names　of　goods，　quantity，

prices，　business　actions，　etc．，　which　tell　us　the　actual　conditions　of　commerce，　distribution　and　finance　in　the

town．　The　following　facts　have　become　apparent　through　the　investigation　of勿o競耽；from　the　middle　of

the　fourteenth　century　to　the　later　fifteenth　century，　some　inhabitants　of　this　town　traded　various　goods，

mainly　agricultural　products　for　neighboring　districts，　and　they　also　made　loans．

　　　There　are　some　characteristic勿o〃』κfrom　this　town；they　were　used　in　the　fifteenth　century，　and

have　a　hole　on　the　top　of　the　tablets，　and　fragmentary　words　were　written　on　them．　They　might　have　been

used　as　memoranda　at　hand　of　scribe，　and　it　is　assumed　that　these勿o競α〃were　collected　and　words　were

arranged　for　keeping　accounts．　After　fulfilling　their　memorandum　functions，　the　words　on　the　surface　were

shaved　off，　which　produced　shavings　and　enabled　the　tablets　to　be　ready　for　repeated　use．　The　words

written　on勿o競α〃were　names　of　neighboring　places，　names　of　goods，　such　as　rice，　rough　rice，　barley　fbr

agricultural　products　besides　other　marine　and　brewed　products，　quantity，　price，　date，　etc．　Also　written

were　the　notes　of　money　loans　such　as“ゐα∫乃ゴ”（loan），“勿oτo”（principal），“夕W〆（interest），　etc．　Contrasting

勿o続α〃to　this　type　were　tags　of　goods　which　were　carried　into　the　town．　The　address　was“1幼誠〃抱一Zoκo”

of“κμ∫α‘ε万”（the　former　name　of　the　town）．“吻α勧劣σ一∫o〃o”reflects　the　character　of∂oso，　who　were

engaged　in　monetary　loans　during　medieval　Japan．　Moreover，　goods　were　means　of　paying　tax　at　that　time，

and“1勿㌦κ解一’o〃o”may　well　have　been　concerned　in　the　receipt　of　tax．

　　　As　a　matter　of　fact，　in　this　town，　the　development　of　activities　of　commere，　distribution　and　finance

depended　on　waterways　probably　leading　to　the　Ashida　river　and　the　Inland　Sea．
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